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14ヶ国語における慣用句の調査

一東洋と岡洋の慣用句に見られる発展の傾向一

キロワ・スベトラ

1 .は じめに

言葉を学ぶことによりよ主う国の世界に触れることができる。特lこa償問缶jを学ぶ

と、その同の文化が身近になってくる。

慣用主1Jというのは、r-m潔に言えば： ；っ以上の単語から成り立つもので、全体

として、ある特別な意味を表すものである。

本調査は14ヶ国語において、 10項口の慣用句を各言訴で調べたものである。実

際に其々の言語を母語とする者に質問し、確認しているので、これらの表現が現

在も使用されていることはJ能かである。

2.調査に取り上げた慣用句

日本語とブルガリア訴の慣用句の相違は東洋と西洋の相違を表現すると想定し

て、その確認を得るためにこの調査を行った。

1. 「顕からつま先までJ

全身を表わすこの慣用句は多くの言語で出発点は顕だが、スペイン訟とベトナ

ム語でそれは足である。大昔、獣や悶難から逃避することを考えて、足が一番重

要な身体部位であった。しかし、社会の発展と人間のifg/1¥により頭が体の中で一

番重視されてきている。以上のようなことを念頭において、スペイン語とベトナ

ム語の償問句は一番早く生まれたと怨定する。

一番上の身体部位はどの言語でも頭である。しかし、下の部位には綴々な語が

ある：つま先、陵、足首、足、足の底。日本語、英語、1ji帝国語ではつま先を使用

しており、人間が寝ている様子から生まれた表現である。それに対して、フ”ル力。
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リア語、タイ語、 ドイツ語、 トルコ語では「足から臨まで」と言っており、人間

が立っているときに身長を測るときの様子であるo ギリシア語の場合には足首を

使用し、体を正面から見たとらえ方である。

2 .「－海老で鯛を釣る」

この慣用句は東洋で生まれた表現だと言えるo 西洋ではブルガリア語以外に対

応するものがなし、。全ての慣用句は二つのグループに分けられる一商業的考え方

（韓国語、モンゴル語、中国語）と漁業的考え方（日本語、タイ語、ベトナム語、

ブルガリア語、 トルコ語）である。

3.「首が飛ぶ」

この慣用句から分かるように、東洋と西洋とでは命を表わす身体部位には異な

る傾向があると言える。東洋ではそれは首で、西洋では顕である。中世、フラン

スでは死刑としてギロチンが発明され、その影響が西洋の表現に見られる。東洋

の表現では、刀を使って、命をとることが基になっているので、頭ではなく 、首

になった。現在、この表現は元の意味から離れて、比H命的に使用されている。

4.「出鼻を挫かれるJ

この表現にも東洋と西洋とでははっきりした傾向が見られる。西洋では翼は神

性の印、意志、創造力の象徴である。反対の表現「翼を与えられた」という慣用

句は自信、力、励ましの言葉などをもらったときに使用される。また、「翼が生

えてきた」という表現は強い意志を持って、精神的に強い人のために使用される。

それは自信、力、勢力に満ちているという表現である。

それに対して、東洋では前進することは体の中で鼻で表現されている。鼻は感

覚器官として重視されている。

5 .「虎の尾を踏む」

この表現には全ての言語にかなりの差異、豊かさが見える。 一定した傾向では

ないが、東洋では虎が多く使用されているのに対して、西洋ではライオンである。

それは動物の大帝についての考え方が異なると言える。

6.「七転び八起き」

西洋の表現は説明的であると言えるo 勤勉の重要性が強調されている。東洋の

表現は数字を使ったり、比fl食を使ったりしている。
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7 . 「~Wiの手も借りたい」

忙しいという怠昧の’出川村Jjにもかなりの差異が兇られる。西ヨーロッバ言活

（ドイツ折、スペイン訴〉では忙しさは頑で表現されているが、J収ヨ一ロツノ守3

al託（フeルガリア語、ギリシア認）では命で表わされている。東洋では目、鼻、下、

息、 ＆Jiが他J~l~J されていて、 一定した傾向がないと言－える。

8.「l擦を打つJ

この表引では附洋と点作とでははっきりした相違が比られる。 plj洋では何かを

RU~ ＇ LlJしたときに脳を納めた身体部位ーはRをUIJくとい う表現である。辺に、東洋

では rFH~のまl慣を基に「j除を打つ」 という表現にな っ た。

9. 11=1がないJ

殆どのふ出で好きだということは大切なことを無くすと連想されている。フ‘、ル

ガリア人、ギリシア人、 トルコ人、スペイン人、 ドイツ人にとって、それは脳で

ある。判断もできないほど好きである。日本語とベトナム語の表刻は同様に外見

に関わっている。モンゴル認は一番級焔で、命を失うほど好きといって、意味が

強制されている。

10.「日から鱗が議ちる」

中国話と英語以外の令ての表現にj;jが共通している。視力の重要な機関として、

｜当のおかげで人生のr!Jの全てのことに対して正しい凡万をすることができる。日

本語と凶洋では日は何かに妨げられるという傾向がある。ギリシアは紀元前6世

紀に古代劇Jk易が生まれた国で、そこでマスクが重要な役割を果たしていたことが

慣用句に膨轡を及ぼしている。聖書ではカーテンは象徴的な意味がある。キリス

トの真実を坦！解することを妨げるものである。その後にこの表現は人生の中の真

実に関わるようになった。

3.まとめ

東洋と丙洋の慣用句の分析を明確にするために東洋と西洋の言語の類似と相違

に注目したし、。

「頭からつま先まで」という慣用句は点洋と西洋で全体性を同級に体の端にあ
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る身体部位で表わす唯一の類似性が高い表現である。その慣用句の全ての言語で

体の一番上に位置する身体部位は頭である。下の身体部位の相違（つま先、題、

足首、足の底）を重要でない物として無視し、次のようなことが言えるo 人聞に

とって体は全体性を表す一番ふさわしいメタファーである。残りの 9つの表現に

は相逃が増えている。

西洋の言語では普通二様の類似がある。それは行動を表わすときと対象（また

は主語）を表わすときである。それに対して、東洋の言語では二様の相違がある。

それぞれの国の慣用句には上記の両方の言葉が異なる。

「自がない」という慣用句はその著しい例である。西洋の人にとっては何かを

大好きになったときは理性の象徴である脳、頭を無くすことで表わす。行動の類

似一「無くす」と対象の類似が見られる。それに対して、東洋の慣用句は新鮮な

考えと想像力に満ちている。身体部位の相違（目、心、手、 j派、人生）と行動の

相違（離れる、無くす、踊れないなど）がある。

「虎の尾を踏む」という慣用句は東洋の言語において珍しく意見の一致が見ら

れる。それは虎を力のある、強い動物とする考え方である。西洋の国にとってそ

れはライオンであるo

西洋の言語では「勤勉は人聞を美しくするJということわざで、勤勉は二つのこ

とをもたらす一神様の手伝いとプラスイメージ。東洋ではまたこ様の相違がある。

例えば、転ぶことと起きることで表現されているo あくまでも諦めないことが強

調されたり、また戦うと勝てる確信（苦味のあとに甘味がくる）が表わされてい

る。

西洋では命を無くすこと、仕事を無くすことは「頭が飛ぶ」という慣用句で表

現されている。東洋では頭より重要とされる首が使用されている。中国語ではそ

れは特殊な表現になる一「イカを妙める」。

僅かな労力や品物で、大きな利益を得ることはブルガリアで、小さい動物で大き

な動物を捕まえることで表わされる。その対立する動物は縄と象である。東洋で

はまた相逃が見られる：モンゴル人にとってそれは子馬を無くして、大きい馬を

もらうことである。日本語で、小さい魚で大きい魚を釣ること、韓国語では少震の

お米をたくさんのお米と交換すること、中国語では価値のない物をあげて、価値
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のあるものをもらうことである。

何かを思い出すために西洋人は頭を打つという。それは頭には考える器官であ

る脳が収められているからである。しかし、日本、中園、ベトナムでは正座の習

慣を基に作られた表現である。タイと中国の慣用句は西洋の表現に同様である。

西洋では将来への希望、計画を表現するときに、どの国でも一律な考え方があ

る。希望は翼で表現されていて、計画が思っていた通りには行かない場合には

「裂を切られるJ、「翼が壊れるJなどで表わす。東洋ではこの象徴は翼ではなく

て、鼻である。

ぺつの大陸一アジアとヨーロッパの類似と相違を研究するときに興味深い傾向

が見られる。凶洋の！日々の象徴と考え方が共通していることと東洋の表現には共

通している象徴がないという最初の考察は必ずしもそうではないことが明らかに

なった。日本、韓関、ベトナムの考え方に共通の傾向が見られる例がある（膝を

打つ、鼻を挫かれる、白から鱗が落ちる）。大｜培に位置するモンゴルと中国は普

通自分の独特の考え方があって、他のアジアの国々の表現とは異なるo

西洋人にとっては今までに誤った考え方をしていたことが分かり、急、に真実が

iりlらかになることは自を妨げていた物が落ちることで表現されている。東洋の言

語でも同様な言いプJで、妨げるものだけが異なるー鱗、カーテン、マスク、眼帯。

東洋と西洋の殆ど全ての国々では自が真実を悟る器官であるという考え方がある

が、中国だけは特殊な言い方がある。それは歩んでいる道が締鹿になると真実を

悟ることができるというメタファ ーである。

「猫の手も借りたいJという慣用句は西洋では死ぬために時間がないとか頭を

上げることもできないなどが使われている。東洋では実際にあまり手伝ってくれ

ない猫の手も借りたい（日本語〉、または沢山の手を持つシヴァ神様への崇拝

（タイ語一沢山のr・が欲ししつである。

ベトナムと中国の表現では特殊な言い方があるo ベトナム語ではそれはちょっ

としたこともできないほど（帽子を拾うこともできない）の忙しさで、中国語で

はそれは生きるために重要な呼吸をする こともできないほどの忙しさである。
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結論 ：14ヶ国語における慣用句の調査は今までの研究の視野を更に広げた。予想

していたことが立証されて、また、新たに見直すべき点もあったo 具体的に次の

ようである：

題目に関する特徴 ：西洋各国の慣用句では繋がりの度合がとても強い。共通して

いる表現が多く 、象徴やアイデアの使用には類似点がたくさんあるo より国際的

な表現に見えて、予想できる慣用句が多~）。東洋の慣用句に較べると多段性に乏

しし、。東洋の慣用句はもっと新鮮で、共通度が低い。それぞれの国の文化をはっ

きり伝える表現だと言える。（例： 9.「目がない」）

慣用句の発生に影響した主要因 ：東洋各国の慣用句の発生に影響を及ぼしたのは

主に国内主要因だと言える。それは文化、伝統や生活様式などである。それに対

して、西洋では国外主要因が一番強かった。地理的な特徴、歴史的な出来事の影

響、活発に行われるコミュニケーションなどが挙げられる。
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資料 1-1 

~マ 日本語 ブルガ 1)7語 輩7'.量n五i:J ギリシア語 スペイン語 ドイツ語 フランス語 ロシア諮

頭から 頭から 頭から 頭から 足から 頭から 頭から 頭から

つま先まで 箆まで つま先まで 足首まで 頭まで E重まで 足まで 足まで

2. 
海老で 蝿で

嫡を釣る 象を釣る

3. 首が飛ぶ 頭が飛ぷ 斧をもらう 頭が落ちる 頭が飛ぶ 肩から頭を

4. 
出必を 認を切られる 翼を切られる 翼を切られる 3・3を切られる 認を切られる 誰かの認を 3・3を切られる

挫かれる かじる

5. 
虎の尾を ライオンの 寝た巨人を 尾を踏む 自た獣を

踏む 尾を踏む 起こす 起こす

七転び 勤勉は人聞を 最初成功しなけ 勤勉な人には 勤勉は一番の 勤勉でなけれ 勤勉は人間を

6. 八起き 美しくする れば、またまた 神様も手伝っ 美徳、である ば、成功でき 美し くする

やってみること てくれる ない

猫の手も 死ぬための 患をする｜時間が 死ぬための 頭を上げるこ どこで最初に顕 回転梯子にいる

7. 借りたい 時間もない ない 時間もない ともできない を出せばいいか リスのよう

分からない

8. ！践を打つ 頭を打つ 頭を打つ 頭を打つ 頭を打つ !i}lを打つ

9. 目がない 脳を無くす 気が狂う 脳を無くす 脳を無くす 脳を無くす 頭を無くす 頭を無くす

Bから 目から っかまえた 白から 目から ピンクの眼鏡を

10. 鱗が落ちる カーテンカf マスクカ三 i眼帯が 外す

落ちる 落ちる 落ちる
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I~ 日本語 ブルガリア語 韓国語 タイ諮

頭から 頭から 頭から 頭から

つま先まで 躍まで つま先まで 臨まで

海老で 蝿で 一合升を挙げて、 コオロギで

2. 鯛を釣る 象を釣る 一袋をもらう 象を釣る

3. 首が飛ぷ 頭が飛ぶ 首が切られる 首が飛ぶ

4. 
出鼻を 翼．を切られる 鼻筋を折る
挫かれる

虎の尾を ライオンの 寝ているライオ 虎 ・ライオ

5. 踏む 尾を踏む ンの鼻ひげを触 ンの尾を踏
るな む

七転び 勤勉は人聞を 七転び

6. 八起き 美しくする 八起き

7. 
猫の手も 死ぬための 自も鼻も開ける たくさんの
借りたい 時間もない 暇がなし、 手が欲しい

8. 膝を打つ 頭を打つ 膝を打つ 頭を打つ

9. 
自がない 脳を無くす 脈も踊れない

固から 目から 目が広がる

10. 
鱗が落ちる カーテンカt

落ちる

中国語 トルコ語

頭から 頭から

足まで 題まで

レンガを挙げて、 一つの鉄砲玉
玉石をもらう で二兎

イカを妙める

墜にぶつかる 翼が壊れた

虎の頭に
かゆみを

引っ掻く

苦味が終わって、 勤勉は人間の
甘味が出てくる 鏡である

息が止まるほど

忙しい

頭を打つ 脳を無くす

手を離せないほ

ど好き

茅に礎われて、
塞がれていた道
が突然に開かれ

る

ベトナム3寄

足から

頭まで

小さい魚で
大きい魚を釣る

鼻を妨げられる

虎のひげを

撫でる勇気が
ある

顔が暗くなるほ
ど忙しい

膝を打つ

自がないほど

好き

自が明るくなる

モンゴル語

頭のてっぺんか

ら足の底まで

子馬を無くして、
大きい馬をもら

つ

頭を押さえる

虎の尾を踏む

土の中に埋めて

も、また出てく
る

帽子を拾う
暇がなし、

命も要らない

ほど好き

眠りから目が
覚めたようだ

臥a
~ 
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